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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名     愛知県豊橋市立東陽中学校      

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □× 中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒４４０－００２２ 

        愛知県豊橋市岩崎町字野田１の２        

  E-mail   touyou-j@toyohashi.ed.jp           

  Website   http://www.touyou-j.toyohashi.ed.jp      

  児童生徒数  男子 266 名   女子 232 名  合計 498 名 

        児童・生徒の年齢 13歳～ 15歳 

 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □×  国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□×  環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 

 



 2 

 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 
※当報告書についてはユネスコスクールホームページに掲載するため、活動内容については、

添付資料ではなく本報告書にご記入願います。 

 

 ① 利兵池クリーン活動 

 
  毎年春、学校の南側にある「利兵池」周辺の清掃活動を行っている。 

 

ア．ねらい  ・勤労の精神および奉仕の精神を身につける。 

・校区をきれいにし、住み心地のよい地域をめざす。 

 

イ．期 日   ４月９日（土） 雨天時：校内の掃除 

 

  ウ．内 容   ① 趣旨の説明と活動地域の分担 

          ② グループごとにわかれてクリーン活動 

          ③ ごみの回収と反省 

 

    
 

  
 

 

 ② 国際理解教育 

 
ア．ねらい 

１．身近な仲間と国や文化を越えて関わり、協同的に学ぶことで、外国の違いとよさに 

気づく。 

２．外国人生徒をめぐる問題を、外国人生徒、日本人生徒ともに「本校」の課題として 

考え、課題解決のために具体的な行動を実践する。 
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イ．３年間の国際理解学習の流れ（知る→考える→行動する） 

１年 知る  

・異文化との体験的なかかわりを通して、異なる文化の存在や課題に気づく。 

（日本とは異なる文化圏から来日した人たちの苦労について、知る。） 

２年 考える（深める） 

・１年時の学習で気づいた課題について調べ、それを解決する方法を考える。 

（外国人をめぐるさまざまな問題（例：外国人の労働問題，移民出稼ぎの問題、 

日系人の歴史など）について、調べる、考える。 

３年 行動する 

・２年時の学習をふまえ、身近な課題の解決策を考える、活動する。 

（行ったことを振り返り、よりよくするための工夫や手だてを地域の講師の人 

ら学ぶ。その後、生徒が中心となって地域の方々との交流会を企画する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□×  通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□×  時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

 

 

 

 


